
道徳（小学校）

第５学年及び第６学年の内容項目はどう改善されたのか。

【新学習指導要領】

１ 主として自分自身に関すること

(1) 生活習慣の大切さを知り，自分の生
活を見直し，節度を守り節制に心掛け
る。

(2) より高い目標を立て，希望と勇気を
もってくじけないで努力する。

(3) 自由を大切にし，自律的で責任のあ
る行動をする。

(4) 誠実に，明るい心で楽しく生活する。
(5) 真理を大切にし，進んで新しいもの

を求め，工夫して生活をよりよくする。
(6) 自分の特徴を知って，悪い所を改め

よい所を積極的に伸ばす。

２ 主として他の人とのかかわりに関する
こと

(1) 時と場をわきまえて，礼儀正しく真
心をもって接する。

(2) だれに対しても思いやりの心をもち，
相手の立場に立って親切にする。

(3) 互いに信頼し，学び合って友情を深
め，男女仲よく協力し助け合う。

(4) 謙虚な心をもち，広い心で自分と異
なる意見や立場を大切にする。

(5) 日々の生活が人々の支え合いや助け
合いで成り立っていることに感謝し，
それにこたえる。

３ 主として自然や崇高なものとのかかわ
りに関すること 【現行学習指導要領】

(1) 生命がかけがえのないものであるこ (1) 自然の偉大さを知り，自然環
とを知り，自他の生命を尊重する。 境を大切にする。

(2) 自然の偉大さを知り，自然環境を大
切にする。 (2) 生命がかけがえのないもので

(3) 美しいものに感動する心や人間の力 あることを知り，自他の生命を
を超えたものに対する畏敬の念をもつ。 尊重する。

現行学習指導要領では，「生活を振り返

り，節度を守り節制に心掛ける。」となっ

ている。今回，「生活習慣の大切さを知

り」を加え，望ましい生活習慣の形成を重

視するとともに，生活習慣にかかわる内容

項目であることを明確にした。また，「生

活を振り返り」を「自分の生活を見直し」

と改め，生活の自己改善を図ることの重要

性を示した。

この内容項目は現行学習指

導要領と同じで変わっていな

い。

現行学習指導要領では「自由を大

切にし，規律ある行動をする。」と

なっている。今回，「規律ある行動

をする」を「自律的で責任のある行

動をする」と改め，自立心や自律性

及び自己に対する責任感をはぐくむ

ことをより明確にした。

２２項目
この学年では，新たに付け加えられた内容

項目はないが，いくつかの点で改善がなされ

ている。

現行学習指導要領にある(1)の項目と(2)の項目を入れ替えて

ある。従来の(2)の生命尊重の内容項目を重視する考えから，新

学習指導要領では３の視点の最初に位置付けた。このことで，

低学年段階から中学校段階に至る３の視点全体の内容項目の連

続性を分かりやすくした。



４ 主として集団や社会とのかか
わりに関すること 【現行学習指導要領】

(1) 公徳心をもって法やきまりを守り， (1) 身近な集団に進んで参加し，
自他の権利を大切にし進んで義務を果 自分の役割を自覚し，協力して
たす。 主体的に責任を果たす。

(2) だれに対しても差別をすることや偏
見をもつことなく公正，公平にし，正 (2) 公徳心をもって法やきまりを
義の実現に努める。 守り，自他の権利を大切にし進

(3) 身近な集団に進んで参加し，自分の んで義務を果たす。
役割を自覚し，協力して主体的に責任
を果たす。 (3) だれに対しても差別をするこ

(4) 働くことの意義を理解し，社会に奉 とや偏見をもつことなく公正，
仕する喜びを知って公共のために役立 公平にし，正義の実現に努める。
つことをする。

(5) 父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せ
を求めて，進んで役に立つことをする。

(6) 先生や学校の人々への敬愛を深め，
みんなで協力し合いよりよい校風をつ
くる。

(7) 郷土や我が国の伝統と文化を大切に
し，先人の努力を知り，郷土や国を愛
する心をもつ。

(8) 外国の人々や文化を大切にする心を
もち，日本人としての自覚をもって世
界の人々と親善に努める。

この学年においても，法やきまりを守る態度等の育成にかかる内容を最初に

位置付けることとして内容項目を入れ替え，従来の４の(1)の内容項目を４の

(3)とし，新たに４の(1)の内容項目を「公徳心をもって法やきまりを守り，自

他の権利を大切にし進んで義務を果たす」とした。これにより，低学年や中学

年段階との間の発展的な理解をしやすくした。

教育基本法の改正の趣旨を生かし，現行学習

指導要領では「文化と伝統」になっているのを

「伝統と文化」という文言にした。

４の(3)の項目は，「身近な集団に進んで参

加し,自分の役割を自覚し，協力して責任を果

たす」とし，４の(4)の働くことの意義の理解

や公共のために尽くすことなどと関連させて,

社会参画への意欲や態度に関する内容項目と

しての理解をしやすくした。


